


　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

 

　              

　　　

　　　  

　　　  



新政権の鳩山総理は、我が国の炭酸ガス排出量を

2020年までには1990年比で、25％減にすると発表さ

れました。環境問題への取り組みは今や世界の喫緊

の課題として熱心に議論され、行動計画が策定され

ています。アジア諸国も動き出しています。エコロ

ジーとエコノミーは両立が難しいとの話も有りますが、

2006年に世界中の研究者の協力のもとに出されたス

ターンレポート（英国で、当時のブラウン財務大臣

の命を受けて取りまとめられたもの）は、それが可

能であると提言しています。我々は知恵を出してそ

の両立の道を探る必要が有ります。「持続的な循環

型社会」の構築のためには、新しい価値観に基づい

たライフスタイルの構築や技術的な革新を巧みに取

り込んで「低炭素社会」に向けての着実な前進が要

請されています。我が国は環境先進国として、環境

への取り組み意識はもとより、技術面においても世

界のリーダーとしての役割を果たすことができます。

本学では「熊本大学環境方針」を2006年に制定し、

2007年から環境方針を審議する環境委員会を稼働さ

せて、その下の環境マネジメント推進専門委員会が

全学的な司令塔としての機能を果たしています。加

えて、省エネルギー推進ワーキンググループ（WG）、

環境美化WG、廃棄物対策WGなどが環境保全や環境の

改善・創造にあたっています。また、化学物質に対

しては、中央安全衛生委員会の下に設置している化

学物質管理専門委員会がその管理を担当しています。

環境管理のソフト面をサポートし環境マネジメント

状況を点検する「環境安全センター」がこれらの全

ての領域にわたって技術面を含めてサポートしてい

ます。

もとより、環境の改善・創造については、それを

担う人材の育成が極めて重要です。その意味で、環

境マインドを持つ学生の育成、教職員一人一人への

環境意識の定着など、「教育」面での取り組みにも

力を注いでいるところです。さらに、キャンパス内

の諸施設との連携やキャンパス外の地域社会との連

携にも尽力しています。

ここに本学の環境報告書として2008年度の環境保

全活動等を「エコアクト2009」としてまとめています。 

その内容を再度点検しながら、心を新たにして、こ

れからも地域社会とともに、持続的な循環型社会の

構築に向けて「エコキャンパス」を目指した全学的

な取り組みを進めてまいります。

2009年9月

国立大学法人　熊本大学

学長
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未来を見据えた
循環型エコキャンパスの創造
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過去3年間における本学の温室効果ガス（CO2）排出量の推移

※温室効果ガス排出量は、以下の値を採用しました。
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2008年度の環境コストは、約12.6億円であり、昨

年度に比べると約6.1％増加しました（昨年度：約

11.9億円）。

各サイトにおいて環境コストは、黒髪北サイト：

約1.4億円、黒髪南サイト：約2.0億円、本荘サイト：

約2.9億円、附属病院サイト：約5.5億円、九品寺サ

イト：約1600万円、大江サイト：約4800万円、京町

サイト：約2100万円、大江総合運動場サイト：約250

万円でした。
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環境測定

本学において、教育、研究、医療などの活動には、

電力、化石燃料などのエネルギー、水資源、活動に

伴って発生する廃棄物処理が必要となります。それ

に伴い、コストも発生します。これらのコストは、

人件費とは違い、大学における活動を効率良くする

ことにより、削減することができます。光熱費は、

電力、化石燃料の費用、水道費は井水くみ上げにか

かる費用、市水使用料、下水道使用料、廃棄物処理

費には、事業系一般廃棄物処理費、産業廃棄物処理費、

特別管理産業廃棄物処理費、化学物質に関する廃棄

物処理費が含まれています。

環境安全センターは、本学のボイラーや発電機か
ら出る排気ガス（ばい煙）成分の測定、教育研究で
発生する排水のpH測定や、本学から下水道への放流
地点における排水成分の測定が定期的に行われてい
ます。
●ばい煙測定
ばい煙測定は、法令により年２回（9月と1月）実

施しており、ばいじん、硫黄酸化物（SOx）、窒素酸
化物（NOx）、塩化水素が外部委託業者によって測定
されます。対象となる施設は7基あり、黒髪北地区の
廃棄物焼却炉、本荘北地区のボイラー3基と発電機、
本荘中地区のボイラー2基です。いずれも規制値以下
です。
●排水水質測定
排水水質測定は、法令により年２回（7月と1月）、

外部委託業者によって実施しています。本学から下
水道への放流地点は、黒髪北地区２箇所、黒髪南地
区２箇所、本荘北地区２箇所、本荘中地区２箇所、

本荘南地区２箇所、大江地区２箇所、益城地区１箇
所の計13箇所の測定を行っています。
基準値を超えた箇所は、黒髪南地区（SS：800 mg/L、

基準値600mg/L）、本荘北地区（BOD：620mg/L、基準
値600mg/L）、本荘南地区２箇所（SS：750～830 mg/L、
基準値600mg/L）の４箇所でした。基準値を超えた箇
所は、定期的な監視を行っています。
●排水水素イオン濃度(pH)測定
教育研究で使用される排水は、一度貯留槽に溜め

られ、下水道へ生活排水とともに放流されます。本
学には貯留槽は17箇所あり、黒髪北地区２箇所、黒
髪南地区６箇所、本荘北地区１箇所、本荘中地区４
箇所、本荘南地区２箇所、大江地区２箇所です。環
境安全センターでは、月２回、自主測定を行ってい
ます。
2008年度は、基準値であるpH5~9を超える排水水素

イオン濃度は検出されませんでした。

温室効果ガスは地球温暖化をもたらす可能性があ
ることから、地球規模で温室効果ガス削減に対する
取組が行われています。日本は京都議定書によって、
温室効果ガス排出量を1990年比6％削減することを国
際的に約束しています。
自然が年間に吸収する二酸化炭素量は約30億トン

と言われています。しかし人間活動によって年間に
排出される二酸化炭素量は約64億トンと言われており、
炭素サイクルのバランスが、人間活動の活発さによ
って失われています。
本学における温室効果ガスは、電力・化石燃料な

どのエネルギー消費と有機廃液処理施設による廃棄
物処理によって排出されます。今年度は、エネルギ
ー消費による二酸化炭素の排出量を報告します。
2008年度の温室効果ガス（CO 2）排出量は、約

30138トンで昨年度に比べると、約2.1％削減しまし
た（昨年度：30771トン）。内訳として、約69.4％が
電力、約27.2％がA重油、約3.2％が都市ガスからの
排出であることが分かりました。
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